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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　静止画像及び動画像を所定の再生時間ごとに記憶媒体から自動的に再生する再生手段と
、
　再生を指示する第１の指示手段と、
　停止を指示する第２の指示手段とを有し、
　前記再生手段が前記動画像の一部分を前記記憶媒体から再生している場合に、前記第１
の指示手段が操作されたときは、前記再生手段は、前記動画像の残りの部分も再生し、
　前記再生手段が前記動画像の残りの部分を再生している場合に、前記第２の指示手段が
指示されたときは、前記再生手段は、前記動画像の再生を停止するとともに、次の静止画
像又は動画像を前記記憶媒体から自動的に再生することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記静止画像及び前記動画像は、ユーザにより指定されたフォルダに含まれるものであ
ることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記記憶媒体は、取り外し可能な記憶媒体であることを特徴とする請求項１又は２に記
載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記画像処理装置は、デジタルカメラ又はデジタルビデオカメラであることを特徴とす
る請求項１から３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
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【請求項５】
　静止画像及び動画像を所定の再生時間ごとに記憶媒体から自動的に再生する再生手段と
、
　再生を指示する第１の指示手段と、
　停止を指示する第２の指示手段とを有し、
　前記再生手段が前記動画像の一部分を前記記憶媒体から再生している場合に、前記第１
の指示手段が操作されたときは、前記再生手段は、前記動画像を最初から再生し、
　前記再生手段が前記動画像を最初から再生している場合に、前記第２の指示手段が指示
されたときは、前記再生手段は、前記動画像の再生を停止するとともに、次の静止画像又
は動画像を前記記憶媒体から自動的に再生することを特徴とする画像処理装置。
【請求項６】
　前記静止画像及び前記動画像は、ユーザにより指定されたフォルダに含まれるものであ
ることを特徴とする請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記記憶媒体は、取り外し可能な記憶媒体であることを特徴とする請求項５又は６に記
載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記画像処理装置は、デジタルカメラ又はデジタルビデオカメラであることを特徴とす
る請求項５から７のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、静止画像及び動画像の再生が可能な画像処理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年のデジタルカメラには、スライドショー（またはオートプレイ）と呼ばれる機能がつ
いている。この機能は、メモリカード内の静止画像および動画像を所定の再生時間ごとに
自動的に再生する機能である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、これまでのデジタルカメラのスライドショーは、再生時間が決まっていた
ため、動画像の一部しか再生していなかった。そのため、スライドショー中に所望の動画
像を最後まで視聴したい場合があっても、それができなかった。
【０００４】
　本発明は、このような状況にかんがみてなされたものであり、静止画像及び動画像を所
定の再生時間ごとに記憶媒体から自動的に再生する機能であるスライドショーにおいて、
動画像を最後まで再生するか否かを選択できるようにし、スライドショーの使い勝手を良
くすることを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る画像処理装置は、静止画像及び動画像を所定の再生時間ごとに記憶媒体か
ら自動的に再生する再生手段と、再生を指示する第１の指示手段と、停止を指示する第２
の指示手段とを有し、前記再生手段が前記動画像の一部分を前記記憶媒体から再生してい
る場合に、前記第１の指示手段が操作されたときは、前記再生手段は、前記動画像の残り
の部分も再生し、前記再生手段が前記動画像の残りの部分を再生している場合に、前記第
２の指示手段が指示されたときは、前記再生手段は、前記動画像の再生を停止するととも
に、次の静止画像又は動画像を前記記憶媒体から自動的に再生することを特徴とする。
【０００８】
　本発明に係る他の画像処理装置は、静止画像及び動画像を所定の再生時間ごとに記憶媒
体から自動的に再生する再生手段と、再生を指示する第１の指示手段と、停止を指示する



(3) JP 4154207 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

第２の指示手段とを有し、前記再生手段が前記動画像の一部分を前記記憶媒体から再生し
ている場合に、前記第１の指示手段が操作されたときは、前記再生手段は、前記動画像を
最初から再生し、前記再生手段が前記動画像を最初から再生している場合に、前記第２の
指示手段が指示されたときは、前記再生手段は、前記動画像の再生を停止するとともに、
次の静止画像又は動画像を前記記憶媒体から自動的に再生することを特徴とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、図１～図４を参照し、本発明における実施の形態を説明する。
【００１２】
図１は、本実施の形態における撮像装置１０の主要な構成を示す図である。本実施の形態
における撮像装置１０は、１つの記憶媒体または１つのグループ（例えば、フォルダ）内
の静止画像および動画像の一部を所定の再生時間ごとに自動的に再生する機能であるスラ
イドショーを有する装置である。また、本実施の形態における撮像装置１０は、デジタル
カメラ、デジタルビデオカメラなどの装置である。
【００１３】
図１において、撮像部１０１は、イメージセンサなどを用いて静止画像または動画像を撮
影するユニットである。画像処理部１０２は、撮像部１０１が撮影した静止画像または動
画像の画質などを調整するユニットである。
【００１４】
記録・再生部１０３は、画像処理部１０２から得た静止画像または動画像をリムーバブル
メモリ１０４に記録するユニットであり、メイン制御部１０９が選択した静止画像または
動画像をリムーバブルメモリ１０４から再生するユニットである。
【００１５】
リムーバブルメモリ１０４は、着脱可能な記憶媒体であり、動画像および静止画像を記憶
する記憶媒体である。リムーバブルメモリ１０４が記憶するフォルダおよびファイルの一
例を図４に示す。図４において、「ＤＣＩＭ」、「１０１×××××」および「１０２×
××××」はフォルダである。「ＩＭＧ＿０１０１．ＪＰＧ」、「ＩＭＧ＿０１０２．Ｊ
ＰＧ」、「ＩＭＧ＿０１０５．ＪＰＧ」～「ＩＭＧ＿０１０７．ＪＰＧ」、「ＩＭＧ＿０
１１０．ＪＰＧ」、「ＩＭＧ＿０２０２．ＪＰＧ」～「ＩＭＧ＿０２０５．ＪＰＧ」およ
び「ＩＭＧ＿０２０７．ＪＰＧ」～「ＩＭＧ＿０２１０．ＪＰＧ」は、静止画像である。
「ＭＶＩ＿０１０３．ＡＶＩ」、「ＭＶＩ＿０１０８．ＡＶＩ」、「ＭＶＩ＿０２０１．
ＡＶＩ」および「ＭＶＩ＿０２０６．ＡＶＩ」は、動画像である。「ＭＶＩ＿０１０３．
ＴＨＭ」、「ＭＶＩ＿０１０８．ＴＨＭ」、「ＭＶＩ＿０２０１．ＴＨＭ」および「ＭＶ
Ｉ＿０２０６．ＴＨＭ」は、「ＭＶＩ＿０１０３．ＡＶＩ」、「ＭＶＩ＿０１０８．ＡＶ
Ｉ」、「ＭＶＩ＿０２０１．ＡＶＩ」および「ＭＶＩ＿０２０６．ＡＶＩ」に対応するサ
ムネイル画像である。
【００１６】
合成部１０５は、記録・再生部１０３が再生した静止画像または動画像にその静止画像ま
たは動画像の補助情報を合成（あるいはスーパーインポーズ）するユニットである。
【００１７】
表示部１０６は、合成部１０６から得た静止画像または動画像を表示するユニットである
。アナログインターフェース部１０７は、合成部１０６から得た静止画像または動画像を
アナログビデオ信号に変換し、そのアナログビデオ信号を外部に出力するユニットである
。
【００１８】
ユーザインターフェース部１０８は、ユーザからの指示をメイン制御部１０９に通知する
ユニットである。ユーザインターフェース部１０８は、シャッターボタンＢ１、動画／静
止画ボタンＢ２、スライドショーボタンＢ３、再生ボタンＢ４、停止ボタンＢ５、再生時
間ボタンＢ６などを有する。シャッターボタンＢ１は、静止画像または動画像の撮像を指
示するボタンである。動画／静止画ボタンＢ２は、静止画像を撮像する静止画撮像モード
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または動画像を撮像する動画撮像モードを選択するボタンである。スライドショーボタン
Ｂ３は、本実施の形態におけるスライドショーの開始または停止を指示するボタンである
。再生ボタンＢ４は、静止画像または動画像の再生を指示するボタンである。停止ボタン
Ｂ５は、静止画像または動画像の再生の停止を指示するボタンである。再生時間変更ボタ
ンＢ６は、静止画像または動画像の再生時間Ｔを３秒、５秒、７秒などに変更するボタン
である。
【００１９】
メイン制御部１０９は、撮像装置１０の様々な機能を制御するユニットである。本実施の
形態におけるスライドショーもメイン制御部１０９によって制御される機能である。なお
、本実施の形態におけるメイン制御部１０９は、本実施の形態におけるスライドショーを
プログラムメモリ１１０が保持するプログラムに従って制御するものとする。
【００２０】
表示装置２０は、アナログインターフェース部１０７と接続可能な装置であり、アナログ
インターフェース部１０７から出力されたアナログビデオ信号を表示する装置である。
【００２１】
図２および図３は、本実施の形態におけるスライドショーの処理手順を示すフローチャー
トである。
【００２２】
ステップＳ２０１：メイン制御部１０９は、所定の選択条件（例えば、ファイル名の順番
）に従い、リムーバブルメモリ１０４内（または、ユーザが指定したフォルダ内）からま
だ再生していない静止画像または動画像を選択する。
【００２３】
ステップＳ２０２：メイン制御部１０９が動画像を選択した場合はステップＳ３０１に進
み、メイン制御部１０９が静止画像を選択した場合はステップＳ２０３に進む。
【００２４】
ステップＳ２０３：記録・再生部１０３は、メイン制御部１０９が選択した静止画像の再
生を開始する。合成部１０５は、記録・再生部１０３が再生した静止画像にその静止画像
の補助情報（ファイル名、画像サイズ、再生済みの静止画像および動画像の総数、リムー
バブルメモリ１０４内にある静止画像および動画像の総数、静止画像であること示すマー
クなどを含む）を合成（あるいはスーパーインポーズ）する。表示部１０６は、合成部１
０５から得た静止画像を表示する。アナログインターフェース部１０７は、合成部１０５
から得た静止画像をアナログビデオ信号に変換し、そのアナログビデオ信号を外部に出力
する。これにより、表示部１０６および表示装置２０の何れでも、静止画像の視聴が可能
になる。
【００２５】
ステップＳ２０４：メイン制御部１０９は、静止画像の再生が開始されてから再生時間Ｔ
（３秒、５秒、７秒など）が経過したか否かを判定する。再生時間Ｔが経過した場合はス
テップＳ２０５に進む。
【００２６】
ステップＳ２０５：記録・再生部１０３は、メイン制御部１０９が選択した静止画像の再
生を終了する。
【００２７】
ステップＳ２０６：メイン制御部１０９は、リムーバブルメモリ１０４内（または、ユー
ザが指定したフォルダ内）にまだ再生していない静止画像または動画像があるか否かを判
定する。まだ再生していない静止画像または動画像がある場合はステップＳ２０１に進む
。
【００２８】
ステップＳ３０１：記録・再生部１０３は、メイン制御部１０９が選択した動画像の始め
の部分（例えば、１枚の静止画像、再生時間分の動画像など）の再生を開始する。合成部
１０５は、記録・再生部１０３が再生した動画像の始めの部分にその動画像の補助情報（
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ファイル名、画像サイズ、再生済みの静止画像および動画像の総数、リムーバブルメモリ
１０４内にある静止画像および動画像の総数、動画像であること示すマークなどを含む）
を合成（あるいはスーパーインポーズ）する。表示部１０６は、合成部１０５から得た動
画像の始めの部分を表示する。アナログインターフェース部１０７は、合成部１０５から
得た動画像の始めの部分をアナログビデオ信号に変換し、そのアナログビデオ信号を外部
に出力する。これにより、表示部１０６および表示装置２０の何れでも、動画像の始めの
部分の視聴が可能になる。なお、ステップＳ３０１では、動画像の始めの部分を再生する
ようにしたが、それ以外の部分を再生するようにすることも可能である。
【００２９】
ステップＳ３０２：メイン制御部１０９は、動画像の一部分の再生が開始されてから再生
時間Ｔ（３秒、５秒、７秒など）が経過したか否かを判定する。再生時間Ｔが経過した場
合はステップＳ３０３に進み、再生時間Ｔが経過していない場合はステップＳ３０４に進
む。
【００３０】
ステップＳ３０３：記録・再生部１０３は、メイン制御部１０９が選択した動画像の一部
分の再生を終了する。
【００３１】
ステップＳ３０４：メイン制御部１０９は、記録・再生部１０３が動画像の一部分の再生
を開始してから再生時間Ｔが経過するまでの間に再生ボタンＢ４が押されたか否かを判定
する。再生ボタンＢ４が押された場合はステップＳ３０５に進み、再生ボタンＢ４が押さ
れていない場合はステップＳ３０２に進む。
【００３２】
ステップＳ３０５：記録・再生部１０３は、メイン制御部１０９が選択した動画像の残り
の部分も再生する。合成部１０５は、記録・再生部１０３が再生した動画像の残りの部分
にその動画像の補助情報（ファイル名、画像サイズ、再生済みの静止画像および動画像の
総数、リムーバブルメモリ１０４内にある静止画像および動画像の総数、動画像であるこ
と示すマークなどを含む）を合成（あるいはスーパーインポーズ）する。表示部１０６は
、合成部１０５から得た動画像の残りの部分を表示する。アナログインターフェース部１
０７は、合成部１０５から得た動画像の残りの部分をアナログビデオ信号に変換し、その
アナログビデオ信号を外部に出力する。これにより、スライドショー中であっても、再生
ボタンＢ４を押すだけで所望の動画像を最後まで視聴することができるようになる。なお
、ステップＳ３０５では、動画像の残りの部分を再生するようにしたが、動画像を最初か
ら再生するようにすることも可能である。
【００３３】
ステップＳ３０６：メイン制御部１０９は、メイン制御部１０９が選択した動画像が最後
まで再生された否かを判定する。最後まで再生された場合はステップＳ３０９に進み、最
後まで再生されていない場合はステップＳ３０７に進む。
【００３４】
ステップＳ３０７：メイン制御部１０９は、メイン制御部１０９が選択した動画像が最後
まで再生されるまでの間に停止ボタンＢ５が押されたか否かを判定する。停止ボタンＢ５
が押された場合はステップＳ３０８に進む。
【００３５】
ステップＳ３０８：記録・再生部１０３は、メイン制御部１０９が選択した動画像の残り
の部分の再生を終了する。
【００３６】
ステップＳ３０９：メイン制御部１０９は、リムーバブルメモリ１０４内（または、ユー
ザが指定したフォルダ内）にまだ表示していない静止画像または動画像があるか否かを判
定する。まだ表示していない静止画像または動画像がある場合はステップＳ２０１に進む
。
【００３７】
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このように、本実施の形態における撮像装置１０によれば、スライドショー中であっても
、再生ボタンＢ４を押すだけで所望の動画像を最後まで再生するか否かを選択することが
できるので、スライドショーの使い勝手を良くすることができる。
【００３８】
また、本実施の形態における撮像装置１０によれば、所望の動画像を最後まで再生してい
る場合であっても、停止ボタンＢ５を押すだけで次の静止画像または動画像を視聴するこ
とができるので、スライドショーの使い勝手を良くすることができる。
【００３９】
なお、本発明は、上記の実施の形態に限定されるものではなく、様々な形態で実施するこ
とができる。例えば、本発明は撮像装置に限らず、ビデオレコーダなどの画像処理装置に
も適用可能である。また、コンピュータで実行可能なプログラムにも適用可能である。
【００４０】
【発明の効果】
　本発明によれば、静止画像及び動画像を所定の再生時間ごとに記憶媒体から自動的に再
生する機能であるスライドショー中であっても、動画像を最後まで再生するか否かを選択
することができるので、スライドショーの使い勝手を良くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施の形態における撮像装置１０の主要な構成を説明する図である。
【図２】本実施の形態におけるスライドショーの処理手順の一部分を示すフローチャート
である。
【図３】本実施の形態におけるスライドショーの処理手順の一部分を示すフローチャート
である。
【図４】リムーバブルメモリ１０４が記憶するフォルダおよびファイルの一例を示す図で
ある。
【符号の説明】
１０　撮像装置（画像処理装置）
２０　表示装置
１０１　撮像部
１０２　画像処理部
１０３　記録・再生部
１０４　リムーバブルメモリ
１０５　合成部
１０６　表示部
１０７　アナログインターフェース部
１０８　ユーザインターフェース部
１０９　メイン制御部
１１０　プログラムメモリ
Ｂ１　シャッターボタン
Ｂ２　動画／静止画ボタン
Ｂ３　スライドショーボタン
Ｂ４　再生ボタン
Ｂ５　停止ボタン
Ｂ６　再生時間変更ボタン
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